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令和 5年度前期学校評価アンケート集計結果について 

 

保谷小学校 校長 加納直樹 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。今年度、学校の教育活動の

振り返りと改善を目指し、学校評価の項目を一新し、保護者・児童・教職員にアンケート調査を実施させてい

ただきました。 

今回は、６月末に実施した教育調査結果をお知らせいたします。オンラインを活用したアンケート調査に加え、

質問項目や内容を大きく変更したにもかかわらず、回答率 81％と多くの保護者の皆様にご回答いただきまし

た。ありがとうございました。いただきました結果を真摯に受け止めて今後の教育活動に生かしていきたいと思い

ます。集計結果につきましては裏面にまとめましたのでご覧ください。 

 

１ 調査結果より成果と課題について 

【成果】 

ここ数年間、感染症対策のため、学校公開や保護者会などは実施も限られ、なかなか子どもたちの学校

生活の様子を保護者の皆様にご覧いただく機会が少なかったことで、学校の様子も伝わりにくいことばかりだっ

たと思います。 

今年度は春から学校に足を運んでいただく機会も多く、保護者の方による調査の回答を見ると、多くの項目

で肯定的評価（とてもそう思う＋そう思う）が高い結果となっています。その中でも「学校経営方針」「学級経営」

「授業の工夫」「体育・健康教育」「地域とともにある学校」と、多くの項目で肯定率が80点を超え、高い評価

をいただけたことは今後の励みになります。また、今年度は、全校児童に調査を行いましたが、児童の回答結

果では、調査項目すべてについて、肯定率が 80 点を超え、平均すると 89.6 点という、とても高い結果となりま

した。特に、「授業の工夫」「基本的生活習慣の指導」「防災教育」については、92 点を超える肯定率で、今

年度、教員がどの子にも分かりやすい授業を目指し、各教科子どもたちの興味関心が高まるような教材を準

備し、指導法を工夫していることや、一人一台の専用タブレット端末を活用した授業への様々な取組などが子

どもたちにも評価されたものと考えます。そして、「学習成果の実感」や「学習評価」の肯定率も高い結果となり、

児童自身もこの一学期に多くの学びがあり、それを実感するとともに、学校で適正な評価を受けていると感じて

いるものと考えます。 

【課題】 

保護者の方の回答において最も肯定率の低かった項目は「学校の取組発信」(いじめ・不登校の未然防

止、早期発見・解決への組織的な対応や指導)が 68 点でした。本校は毎週月曜にいじめ防止対策委員会、

木曜に生活指導夕会を開き、校内のいじめや不登校について教職員の共通理解を図っています。また、年

３回のいじめアンケートの実施、ＳＣとも連携しながら児童のいじめ・不登校などについて未然防止に努めてい

るのですが、保護者の皆様への情報発信にも努めてまいりたいと考えております。 

他にも教育相談体制(子どもが人間関係や自分自身の心の問題で悩んだとき、その解決を支援していると

思う)という項目についても保護者の肯定率は 72 点でした。本校では、毎月あったか先生研修会を実施したり、

学期初めに担任と児童が面談を実施したりするなど、教職員の肯定率は 82 点と高く、今後教員と保護者の

評価の差を埋めていけるよう、児童・保護者の気持ちに寄り添った対応など、日々の努力を続けていきます。 

今年度の経営方針の一つである「子どもたちみんなが友達や先生に会いたいと登校してくる保谷小学校」

については、保護者・児童・教職員ともに高い肯定率でしたが、学年が上がるにつれて「どちらでもない」と回

答する割合も多くみられました。いずれにしても、友達や先生に会いたい、いろいろな人とかかわり、共に学び

たいと思われる学校づくりを目指していきたいと考えます。 

 

２ 今後の保谷小の教育について 

学校評価に寄せられたご意見を教職員、学校運営協議会で検討し、いただいたご意見をもとに、子どもた

ちのよりよい学校生活を目指して教職員一同さらに努力してまいります。今後ともご理解・ご協力をよろしくお願

いいたします。 


